様式1
　　　　　　　　　　　　　【提出期限：令和8年10月16日（金）】



市川三郷町みはらしの丘・みたまの湯
官民連携導入可能性調査に係る民間事業者意向調査
ヒアリングシート

【回答者情報】
	事業者名
	


	所在地
	
[bookmark: _GoBack]

	（複数の場合）
構成事業者名
	


	
担当者連絡先

	氏名
	

	
	所属部署名
	

	
	E-mail
	


	
	TEL
	




【ご回答に当たって】
本調査は、一般的な関心の有無に加え、事業ケース別の成立可能性、民間投資及び観光拠点機能の実現可能性を確認するものです。
回答内容は本調査の検討にのみ使用し、企業名及び個別回答は原則として公表しません。また、将来の公募参加資格又は評価には影響しません。
「必須」と記載した項目は全事業者にご回答ください。その他は、貴社が対応可能な業務又は専門分野に応じて、可能な範囲でご回答ください。
回答欄が不足する場合は、別紙での回答も可能です。詳細な契約期間、リスク分担及び収支前提は、必要に応じて個別ヒアリングで確認します。
１．事業者属性・対応可能業務
	問1　類似事業の実績　※必須

	□ あり
□ なし

「あり」の場合、代表的な施設・事業名及び担当業務をご記入ください。
施設・事業名：
担当業務：



	問２　対応可能な業務・機能　※必須
現在の指定管理業務に含まれる次の各業務について、貴社の対応可否を該当欄に「〇」でご回答ください。「他社との連携で可能」の場合は、貴社の役割や連携先を補足欄にご記入ください。

	回答表
	分類
	業務
	自社で対応可能
	他社との連携
で可能
	対応困難
	想定役割・連携先

	（記載例）
事業運営
	（記載例）
温浴施設の運営
	
	〇
	
	温浴事業の運営を担当し、設備保守は専門事業者と連携

	事業運営
	温浴事業の運営
	
	
	
	

	
	飲食・物販事業の運営
	
	
	
	

	
	観光・地域連携事業の企画・運営
	
	
	
	

	維持管理・保守
	施設・設備の維持管理・保守
	
	
	
	

	
	小規模修繕・設備更新
	
	
	
	

	改修・建築
	大規模改修の設計・施工
	
	
	
	

	
	工事監理・コンストラクション・マネジメント
	
	
	
	





２．施設の魅力向上、町内観光資源との連携のための取組提案
	問３　施設内サービス・滞在価値の向上　※必須
温浴、飲食・物販、接客、予約・決済等のサービスの充実や、利用者の満足度、利便性、滞在時間及び再来訪の向上につながる取組をご回答ください。

	



	問４　施設・空間の活用による魅力向上　※必須
施設内外の空間、眺望、設備、未利用スペース等を活用し、新たな過ごし方や利用目的の創出につながる取組をご回答ください。

	



	問５　観光・地域資源との連携による魅力向上　※必須
町内の観光施設、農産物・特産品、地域事業者、交通等との連携により、施設への来訪、町内周遊及び地域消費の拡大につながる取組をご回答ください。

	



	問６　現状の施設課題に関する提案　※必須
多客期に渇水が発生している状況があります。あわせて繁忙期を中心に駐車場不足が発生しています。課題に対する改善策としてどのような取組が考えられますか。

	
渇水対策：




駐車場不足：


３．事業スキームに関するご意見
	問７　事業ケース別の参画可能性　※任意

	民間事業者の創意工夫を最大限活用し、施設の改修・維持管理・運営を一体的に実施する観点から、ROコンセッション方式を有力な事業スキームとして検討しています。一方で、事業成立性や民間事業者の参画意向を幅広く把握するため、他の事業スキームについてもご意見をうかがうものです。以下の各事業ケースについて、貴社又は貴社グループとしての参画可能性を検討し、参画可能な条件に当てはまる事業ケースを1つ選び、参画可能性欄に「○」をご記入ください。「主な条件・理由」欄には、参画に必要な条件をご記入ください。その他、参画可能な事業スキームがある場合は、「その他参画可能な事業スキームの提案」欄にご記入ください。

【事業ケースの概要】
ケースA【指定管理型】：町が大規模改修に係る設計、工事及び資金調達を行い、民間事業者が施設の運営・維持管理を担う。大規模修繕・設備更新は、原則として町が負担する。
ケースB【PFI（RO）型】：民間事業者が資金調達、施設の改修、維持管理及び長期運営を一体的に担い、利用料金収入等を主な原資として投資を回収する。公共施設等運営権は設定しない。
ケースC【PFI（RO）＋コンセッション型】：民間事業者が資金調達、施設の改修、維持管理及び長期運営を一体的に担うとともに、公共施設等運営権の設定を受け、利用料金収入等を主な原資として投資を回収する。
	事業ケース
	改修実施
	改修費
負担
	維持管理・運営
	利用料金収入
	公共施設等運営権
	想定事業期間
	参画
可能性

	ケースA
指定管理型
	町
	町
	民間
	民間
	なし
	５年
	

	ケースB 
PFI（RO）型
	民間
	民間
	民間
	民間
	なし
	長期
	

	ケースC
PFI（RO）＋コンセッション型
	民間
	民間
	民間
	民間
	あり
	長期
	



主な条件・理由：




その他参画可能な事業スキームの提案：






	問８　最も参画しやすい事業ケースを1つ選び、事業成立に不可欠な条件をご回答ください。
※任意

	上記のうち最も参画しやすいケース：








理由・必須条件：











参画を見送る可能性が高い条件：
















	問９　投資可能性・投資対象　※任意
貴社又は貴社グループが２．で記載いただいた取組提案を実現するために必要と見込む投資対象及び概算投資額について、現時点で把握可能な範囲でご回答ください。概算投資額は、選択した投資対象の合計額としてご回答ください。

	（１）：投資項目（複数回答可）
□ 建築物改修　　　　　　　概算投資額（　　　　　円程度）
□ 設備更新　　　　　　　　概算投資額（　　　　　円程度）
□ 省エネ・脱炭素設備　　　概算投資額（　　　　　円程度）
□ 温浴設備　　　　　　　　概算投資額（　　　　　円程度）
□ 飲食・物販設備　　　　　概算投資額（　　　　　円程度）
□ 宿泊機能　　　　　　　　概算投資額（　　　　　円程度）
□ 新規収益施設整備　　　　概算投資額（　　　　　円程度）
□ DX・予約・決済システム　概算投資額（　　　　　円程度）
□ 駐車場等の附帯施設　　　概算投資額（　　　　　円程度）
□ その他（　　　　　）


（２）：投資可否（単一回答）
□ 投資意向あり
□ 条件次第で投資可能
□ 原則として公共側負担が望ましい
□ 投資は困難
□ 現時点では判断できない






	問１０　資金調達・投資回収条件　※任意
投資を行う場合に想定する資金調達・財源、投資回収期間及び主な懸念をご回答ください。　

	A:想定する資金調達・財源
□自己資金
□金融機関借入
□リース
□補助金
□その他

B:投資回収期間
□10年未満
□10～14年
□15～19年
□20年以上
□算定困難

投資回収上の主要な懸念：




	問１１　投資に必要な裁量・町の負担　※任意
民間投資を可能とするために必要な利用料金・自主事業等の裁量及び町に求める費用負担及び支援をご回答ください。

	必要な料金・収益上の裁量：



町に求める費用負担・支援：



町による費用負担・支援が難しい場合に、民間投資を可能とする代替条件：
例：事業期間の長期化、利用料金の改定裁量、自主事業範囲の拡大、既存不具合の事前解消等




４．総合的な参画可能性
	問１２　総合的な参画可能性　※任意
上記の事業ケース、投資条件及び改善可能性を踏まえ、本事業への総合的な参画可能性をご回答ください。

	□参画可能性が高い
□一定の条件が整えば参画可能
□現時点では判断困難
□参画は困難

参画に当たっての最重要条件：


５．情報開示
	問１３　実現可能性判断に必要な情報　※任意
今回の事業ケース、投資額及び改善効果の回答精度を高めるために必要な追加情報をご回答ください。

	□図面
□設備台帳
□修繕・故障履歴
□利用実績
□部門別収支
□人員・雇用条件
□光熱水費の実績
□源泉情報
□法令・補助財産上の制約

情報提供後に回答可能となる事項：



６．公募準備・追加対話
	問１４　提案準備期間　※任意
公募開始から提案書提出までに必要な期間をご回答ください。

	□3か月未満
□3～4か月
□5～6か月
□6か月超
□現時点では判断困難



	問１５　個別ヒアリング　※任意
アンケート回答後の個別ヒアリングへの協力可否をご回答ください。

	□協力可能
□条件付きで協力可能
□協力困難

個別ヒアリングで確認・提案したい事項：




７．その他
	問１６　本事業への自由提案又はその他のご意見をご回答ください。　※任意

	



































設問は以上です。ご回答へのご協力ありがとうございました。
4

